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01罰進姓 メ鰯把大笥司義仲  

になも例む滴透相巨同好エツク作醐昨  

業勃吐げ兆  
更にシステ上イ幽増∈誉／レーテインクめ謝睦招す  

る場会鮒こ必穿こなみ加酬  

あもそ僻3次元グラフにて表現胤この隣  
接珂系クラフによりCADモデ／爛するiのとなも  

こ僻クラフ巷次の様に志家㌻誌  

〔3次テ誘尊重関系クラフ義家謂  

G＝（Pv E，）  （3）  

Pv：個々醜惰漁（node）  
Ev：各柳耗群孫を示す弧  

（edge）  

又隣緋確明海こするためGv（巧瓜E，㈱扮  
集会堰芽汀靡紆る。  

Ev＝Ex．UEx＿UEY．UEY＿UEz＋UEz＿ （4）   
ここに Ex＋：薄絹向蘭‾舶漢会  

Ex＿：璃由一方向灘す舶集会  
mY．～Ez＿はY軸 Z幸肺葉会  

3．轟諺醍醐孫クラフ  
新設配旨が空きスペース部分である領郷過し  

てそのノレートが決定され召塙配旨ライニカ滴過する点距  

聯慌紅億万ホ吊遥娼するため三条仲こついて考える。  
（3の3次詔嫁鈴与系クラフ葡彗ライ側問題に適閂  

するに当たり，配旨ラインは必ず直拐軽症め封1た責を通  
過するものとする。その範点（node）の位置及び狐（  

edge）の長さ抑陳謝も  
錮  

プラント醐置p▼棚藩こす  
るた埴碑紅塵L嬉をその位置とすも   

pニ＝（Ⅹ：，y：，Z：）＝（ⅩGi．yGi．Zci）（5）  

塵肺わ長さ瑚  

Il＝lxij一Ⅹij［＋［y＝－yikけIzij－Zikl  
（6）  

酢指運河  

隋獅報とし髄4r〔示した勝た部  
分架台で表したっ或る荊讃迂汚イニカ蓮む咤その方向  

i灘す破調辻鵬 さか配旨ラインの直  

径を通過させるi誘分な劫毯るかどうかが問経となる。  

共轍㈱l辟乾性設定L鹿慧ライニ功；重出  

来るかどうかの判定を行う。即ち 3次御系クラフの  

各皿こ対し儲紅ため㈱申冒昭放と  

なる。  

F．＝胡in（t．－「．max－rRt．－rln．x－｛久t2－r2m．z－（，）（7）  

ここに t。：酬長さ  

tl：陸相長さ t2：隣接面の短辺昆  
r。mam：隣芸面帽向諜詔すそ願望ライ蘭の  

中乃最大宕半径  

1．はじめに   

プラント配藍窟忙A脚＝ニュTこ前亘及び  

前々回で報告したっ即て讃己旨ラインの形状及こ敵中亡、  
としナ脚＝功腕．配醐り巻くプラント卸  
定鰍歴汚インとの轍ヒしと声明ヒ  

しブら前頭も臣し爛控問似聯覿直郁に言う）の隣  

接褐系を表現した3次魂関系クラフを轟こ鶴を進め  

配旨ラインの榊ニュT脚既碧∈誉ラ  
イ勝男慶しこ紗ラント内巧空  

きス′もー－ス宝頭軋節酒透ライニ功唱動和讃賢惰れも  

2．基軸捻   
雅も含んだプラント配違算忙AD統合モ天山こ  

閲す離こ頚める  

徒義1〕プラント配吉宗」忙A脚レ：W   

W墓（P，E，VIF，V＾VaVcVn  

VlVbV。VdV仁Ⅴ－．Ⅴ＆Vb）（1）   

P，E ：金配旨ライこ腱竣鋳集合   
Ⅴ   ：領域宣醐葉会   

F   ：領頭重腑冶真美会   

VA～VD：配旨ライン辺と直方体と瀾数   

Va～Vh：配旨ライ傭と直方体と瀾数  
圧義 2〕配旨ラインかクラフ：G  

配旨ライ髄扱う場合等Wか萌∈慧閑適出して  
i欠耽グラフ槻  

GL＝（P，E）  （2）  

配旨ラインの華族機憩幻ノズ／励、房辞訊ロノズ／はで  
を1ラインとL言訪l脚汚イン番号粥寸される。各ライン  
i讃隈点㈹及びそ嚇おライン片（以下  
辺）か鼎れもま佃讃亨草城曲うくり点  
及乙現岐勃、らなるとすも   
Li：i番弼ライン pij：Liライ雌  

eik：Liライン止の辺  
（Ⅹij．yij．Zij）：pij（確遷座標   

P：会読慧ライン碓葉会   

＝（pijlj＝1・・n，i．i＝1・・nl〉   
E：館ライニ収集会   

＝（eiklj＝1‥nモi・i＝1‥ nl）   
但L nl：配旨ライン絵本数  

n。i：Liラインの頂躊放 nti：Liの辺放  

n。：頂塵数  ne：辺招致  

旋義 3〕領起：羽車とその隣接関係クラブ：GL  

領棋直方体とは配喜ライニ成胡i抱こ上りプラント空間が  

タ津幡わ細分される事により形成される車当笥を言う。  
形舟掛てその6つ嘲£巧ント崩勲）ⅩY  
YZ及びZ北面のいずれかに平行とする。   
プラント配岩窟十CADi誘諷脚L瑚飽こ  

全ての†讃終業約L猫1瀞こその威力彦発揮する事  
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②ライ機長さを如こすも  

（宣曲がりを最少こすも  

3次御孫クラフに3章洲脚し鹿誉  
ライン辟諺誤苛抄こめの3次紗ラフを擬し  

そのクラフに「†醐し澤謳噺。以下コ巾  
租瓢湖配例こ1T酬‾も  

rlmI：醸忘辺出揃す徳望ライこ／立の中  

r2加工：隣接面短辺＿臼諌すそ願望ライ必中  

r，：脚絆径  
蜘拶佐a，b，Cの3づ蔓肘で粗野る  
（aンり」ン1：櫛こ葡誉ライニ翻する場合  び軌鰯按  STEP－1：膏  

関系こあ甜糧粍即㈲巨  

構劫と重なりのある領紗詞を肯l験する  

と餉瑚l馳醐系寂直  
放棚l財も  

STEP－2：中庄関蜘こよ㈱晩f究受  

Fd＝瑚in（t。－r“．Ⅰ－r‥  

tl－「，．t＝ －「，〉  

ここで．r一句．．＝「：  
配旨乃重圧致  

毎ヨ傍L負又は0であ拍伽肇揖関  
係蹴1除㌻る。  

STEP－3：SrPT2Wラフに基づき燐接  
直櫛1胱直肺位  
置ば5試で直方体問唱稚は6拭を用いて求め  

る。  

STEP－4：隣獅膏Ⅰに基づき巾棄却こたり  
始萄劫、ら紹統烏麦て㈱  

伊駁しス筐ト1に示すようなS点う、らE点闇路  
を雛臓考えも但し L．の直径を60皿 L2の  

直径を20cⅡ一柳を60c止す＆  
距離行列ほ次の撞こなる。  

（bバタニン2：隣接面持配旨ライン辺みちが存在する場合   

「11  r12  

Fd ＝Mi8（t。－r，．  

tっ ‾丁，，  

t t －rltユ。．，－r， 〉  

ここで．ri匂．ト＝＝r12  

（Cバターン3：随こ斎彗ライ脚呑勤惰在する  

場合  0 2う∞ … 2∞… ∞ ∞1訂∞ ∞  

25 0 ∞ ∞ ∞ 200∞ ∞ ∞1労∞  
∞ … 012う∞ ∞ 200∞ ∞ ∞ ∞  

∞ ∞15 0 … ∞ ∞ 200∞ ∞175  
2∞∞ ∞ … 0 2石∞ ∞ ∞ ∞ ∞  

∞ 2∞… ∞ 2あ 01ヨ）∞ ∞ ∞ ∞  

∞ ∞ a刀∞ ∞1瓢 012う∞ ∞ ∞  

∞ ∞ ∞ 2∞∞ ∞12iO ∞ ∞ ∞  

1訂… ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ … 0：辺∋∞  

∞1別… ∞ ∞ … ∞ ∞ 2う 0 劫  

∞ ∞ ∞175∞ ∞ ∞ ∞ ∞ 2刃 0  

F。＝用in（t。－r。－丁，．  

こz ‾ r：‾ r，．  

t t －「，I   

巾熱こたぷ牒紅結果最短弥掘滴り。  

・最短指 そのIpYl－十pY2→PY10→P．1l→PYI  
P，l‾→p，0→P，10→Pvll‾→P▼1  

・照譲歓張さ 釘）cIl）  

・最短路として2づ窮封‾るカ問苦りの個数はその1が3   

個 その2が2個7ガこめその2嘲闘短絡とする。  

5．考察   
以上茄明し佃、ら分かるように哩論及ひフルゴリズム  

は昭計講師托あも禎維・大患テ」タ臓十CA  
Dにも充爛瑚ヒしうる。  

文献  

（哨戒6年辞暇会アブストラクト集  

（2秤成6鞘会アブストラクト集  

既に何本か瑚妃旨ライ：カ瞑れn、櫛軌こ1  

本の配旨ライン勧購たして始勃、魂冬点まて引く  
問諺こついて考える。  

①琵粛誉ラインに干渉しなしも  
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